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新型コロナ ウ
地域福祉活動 の

─1世紀に1度とも言われる新型コロナウイルス感染症
の世界的な蔓延について率直な感想をお聞かせください。
　新型コロナウイルス感染症の影響は、全世界に及んでお
り、おそらく有効なワクチンが開発され安定的に接種でき
るような状況になるまで、社会の不安は続くでしょう。
　ただ、国内に限れば、よくインフルエンザで亡くなる方
の数などと比較されますが、それが妥当かは別として、私
は必要以上に恐れることはないと思います。これはあくま
で個人的な感想ですが。
　地域福祉の分野について言えば、暮らし方や働き方が大
きく変わらざるを得ない中で、支援の在り方にも変化が求
められていると感じます。一方で、今までと異なる方法を
模索することで、これまで関わることがなかった層が参加
するきっかけになっているというお話も聞きます。

─コロナ禍というピンチが、新しい担い手参画のチャン
スにもなるということでしょうか。

SNSの活用で若い人たちが参画

　私は現在、小樽市の地域福祉計画策定に関わっています。
ワークショップをオンラインで開催するにあたり、その周
知も、従来のチラシやポスターに加えて、SNS（ソーシャル・
ネットワーキング・サービス）を積極的に活用してみまし
た。すると、若い世代や学生が参加してくれました。
　こうした層は、紙による町内回覧などよりも、インター
ネットによって情報収集することが多く、アクセスのしや
すさを重視します。オンライン開催と SNS の活用が、新た

な参加につながったのではないかと考えています。若い世
代にとってはインターネットのある生活が普通ですし、扱
いにも慣れているので、抵抗なく入ってくることができま
す。そうした視点から、担い手として呼び込んでいくとい
う展開もできるのではないでしょうか。

暮らし方、働き方の変化が地域にも

　また、これまでは、住む場所を選ぶ時に通勤・通学の利
便性が重視されてきました。オンラインを活用した働き方
や学校の授業の変化により、交通の便が悪いことを理由に
選ばれづらかった地域にも、若い世代が散らばっていくこ
とが期待できます。テレワークやオンライン授業により余
裕のできた時間を、家庭や地域活動に振り向ける方も出て
くるのではないかと思います。
　全国各地の社会福祉協議会（社協）では、新型コロナウ
イルス感染症の影響で収入が減少した方を対象として、緊
急小口資金の貸付を行い、大変多くの方が利用されたと聞
いています。貸付を受けた方の多くは、これまで社協の存
在も知らなかった方々だと思いますが、今回社協という場
を訪れ、社協という名前を知ったことで、今後何らかの形
で事業に協力してくれる方が出てくるかもしれません。

─福まちなど地域で福祉活動をしてきた人たちが、これ
まで築き上げてきた成果である「つながり」を絶やさない
ために、今すべきことは何でしょうか。
　新型コロナウイルス感染症が蔓延しているから、地域が
何もできないというわけではありません。地域には人の絆

特集

北星学園大学社会福祉学部　岡田　直人教授
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ナ ウイルス感染症は

活動 の在り方をどう変えるのか
　世界中で蔓延している新型コロナウイルス感染症は、人と人との身体的距離を遠ざけ、つながりを
奪おうとしています。厚別区社会福祉協議会では、孤立をなくし誰もが安心して暮らせるまちづくり
を目指し、地域の皆さんと一緒に、絆を深めるための取組をしてきました。しかし、その多くが「自粛」
の一言で、停滞を余儀なくされています。
　この先、感染症の影響がいつまで続くのか見通しは立ちません。そのような中、アフターコロナを
見据えて地域福祉活動はどのような方向に進んでいくべきか、地域福祉を専門に研究されている北星
学園大学の岡田直人教授にお話をうかがいました。

など、これまで積み上げてきたものがあります。初めのう
ちは戸惑い、停滞する時期もあるかもしれませんが、それ
をベースにして支援を展開させていくことで、この困難も
乗り切ることができると思います。

やり方を工夫して成果を上げる地域も

　アプローチの仕方を工夫しながら前に進み始めている地
域も多くあります。安否確認に往復はがきを使用し始めた
地域もありますし、人が集まっての会食に代えて、配食サー
ビスで安否確認をする地域もあります。人と会う機会が減
少している中、はがきやお弁当が届くだけでも安心すると
いう方は多いのではないでしょうか。
　最近では、地区レベルの社協の会議をオンラインで行う
ようなところも出てきています。元々インターネットに詳
しい方がいるところでは、早くから取組を始めていますし、
スタッフはできなくても学生を巻き込んで、使い方を学び
ながら取り入れていくこともできると思います。
　マスクがなかなか手に入らなかった頃、町内会でマスク
を手作りし、安否確認を兼ねて地域のお年寄りに配ったり、
地元の郵便局と協力して未使用マスクを回収し、施設や必
要としている方に配ったという事例もあります。

─社協や福まちなど、支援する側の立場として、どのよ
うな支援の在り方が考えられるでしょうか。

支援されてきた人が活躍できるしくみ

　大阪府の豊中市の取組は、全国でも先進的なことで有名
です。豊中市社協では、人と接することが苦手な引きこも
りの方に、広報活動を担ってもらっています。社協やボラ
ンティアの活動などを動画にして、ユーチューブで発信す
るというものです。自分の得意分野を活かした社会参加の
しくみですね。最近では、閉じこもりがちな高齢者のため
に、介護予防運動の動画なども公開しているようです。
　また、新型コロナウイルス感染症の影響で、アルバイト

が減り、生活が困窮した学生に同社協が手を差し伸べ、フー
ドバンクの食材支援につなげました。その恩返しというこ
とでしょうか。「ボランティアなどへの協力を通して社協
に貢献したい」という学生が増えたそうです。
　豊中市社協などの先進事例から学ぶべきことは、非常時
に力を発揮するネットワークは、平時からつくって、関係
を深めておかなければならないということです。これは地
域活動においても同じことが言えると思います。
　厚別区にも北星学園大学がありますし、新さっぽろ駅の
近くに札幌学院大学のキャンパスができると聞いていま
す。そうした資源をぜひ生かしていくべきだと思います。

─活動再開に向けてどのような点に気を付ける必要があ
りますか。

一度原点に立ち帰る

　新型コロナウイルス感染症は、経済活動優先派と自粛継
続派との対立構造を生み出しています。地域でも、活動再
開と自粛継続で意見が分かれることが少なくありません。
　このような場合に、そもそも私たちにはなぜ地域福祉活
動が必要なのか。一度原点に帰って、目的を改めて認識し
直すことがとても重要です。そこの理解が共有されずに、
あいまいなまま進めると、活動の必要性が正しく伝わらず、
さらに対立が深まることになります。
　また、回数を増やして少人数で開催するなど、他の方法
はないかを検討してみることも必要です。先ほど言いまし
たように、インターネットの活用も含めて、新たな方法に
チャレンジしてみる機会ととらえてみてください。

共同募金活動も工夫する時期

　10 月からスタートする赤い羽根共同募金活動でも、オ
ンラインを活用した募金のしくみなど、他の方法での実施
の道を探ってみたり、街頭募金でビデオメッセージを流す
などして、募金運動の趣旨を多くの方に理解してもらうた

有識者に聴く
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めの工夫をしてはどうでしょうか。ビデオメッセージの出
演者も、町内会の方や地域の小中学生が登場すれば、より
身近に感じてもらえるようになりますよね。
　赤い羽根共同募金の趣旨を、多くの方に理解していただ
くことは、新型コロナウイルス感染症の影響のあるなしに
関わらず、必要な時期に来ています。コロナ禍で困ってい
る人たちを支援する団体に募金が配分されていることも
知ってほしいと思います。

─アフターコロナは社会が大きく変わる可能性があると
言われますが、地域福祉の支援の在り方や住民同士のつな
がりや支え合いの形は、今後どのように変化していくとお
考えですか。

決してなくならない顔を合わせた関係

　新型コロナウイルス感染症の影響により、オンラインの
活用を含めて人と人とのつながり方は変化しつつありま
す。インターネットは、離れている人同士がつながるため
にとても有効なツールです。福祉活動においても、一つの
選択肢として、いずれは向き合わなければならないもので
す。それが、少し早く訪れたと考えることもできます。
　一方で、今まで地域活動の中で積み上げてきた、「実際
に顔を合わせて作っていくつながり」というのは、絶対に
なくなることはないと思います。
　今回のコロナ禍を、新たな人のつながり方を開拓する、
一つのきっかけとしてとらえたいです。新型コロナウイル
ス感染症が落ち着いた後も、状況や対象者に合わせて多様

な手段を組み合わせ、支援を展開していけるような強い地
域づくりに結び付けてもらいたいと思います。

ツール次第で新たな担い手の発見

　また、その過程では、学生や引きこもりの方などが得意
なことを、地域で活かしてもらうという視点も大切です。
これまであまり社会活動に参画する機会がなかった層や支
援の対象とされていた層を、担い手として期待する。そう
いう意識をぜひ持って取り組んでみてください。それに
よって支援の幅が一層広がりますし、人材不足や担い手の
高齢化といったこれまで地域が抱える課題の解消にもつな
がります。
　支援の対象となる方が、自身ができる範囲で役割を担っ
て地域活動に参加するしくみは、地域共生社会の理念にも
通じます。

─地域で不安を抱えながらも活動されている皆さんに
メッセージをいただけますか。

対策は十分に、でも必要以上に恐れずに

　地域で活動されている皆さんは、これまで育んできた絆
を絶やさないよう、日々悩みながら頑張っていらっしゃる
と思います。新型コロナウイルス感染症の蔓延は、日本だ
けでなく、世界中の人々が同時に経験していることです。
いつまでこの状況が続くのか見通せない中、どこかで割り
切ることも必要です。
　それはもちろん「感染してもしょうがない」ということ
ではありません。感染予防対策をしっかりと行った上で、
日々の生活も地域活動も再開しましょうということです。
必要以上に恐れることはありません。
　このたびのコロナ禍を、新たなことにチャレンジしたり、
新たな担い手を迎え入れるチャンスと前向きにとらえてみ
ませんか。地域の絆の力でともに乗り越えていくイメージ
を共有できれば、地域福祉活動は大きく成長することがで
きると、私は確信しています。

◇　　　　　　◇　　　　　　◇

　終始、柔和な表情で語る岡田教授のお話から見えてきた
ものは、「これまでのつながりを失ってしまう」という不安や
恐れではなく、新たな支援の方法を模索する中で、新たな
担い手の参画や、つながり方の選択肢を増やして、支援の
幅を広げていこうという前向きな未来の姿でした。
　いただいた提言を今後の活動に活かし、地域の皆さんと
ともにこの困難を乗り越えていきたいものです。

プロフィール�

大阪市立大学大学院生活科学
研究科前期博士課程修了
専門学校日本福祉学院、梅花
短期大学、大谷女子大学を経

て、現在、北星学園大学で地域福祉学を主に研究
北海道共同募金会配分委員会委員長、札幌市社会福祉協
議会「さっぽろ市民福祉活動計画（2018～2023年）」策定
委員会委員長、小樽市地域福祉計画策定委員会委員長、
北海道住宅対策審議会委員長、北海道社会福祉協議会市
町村社協関係事業検討委員会委員長などの職を歴任

北星学園大学社会福祉学部

教授　岡
おか

田
だ

　直
なお

人
と

さん
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見
守
り
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問

訪
問
前
後

○体調確認
　訪問前には必ず検温し、発熱や体調不良時には、・
訪問を控えましょう。

○マスクを正しく装着
　鼻や口を正しく覆えているか確認しましょう。

○手洗い・うがい
　帰宅後は、すぐに石鹸等で手を洗い、うがいをしましょう。

訪

問

時

○アルコールで手指を消毒する
　訪問先の門やブザーを触る前や、訪問・
先を離れたらすぐにでも消毒しましょう。

○インターホンや屋外で話す
　接触は極力控えて、インターホン越しの会話や、屋
外でお互いに手を伸ばしても当たらない距離（2m程度）
に離れて、短時間（15分以内）で会話を終えましょう。

イ
ベ
ン
ト
開
催

施
設
・
会
場

□�会場の収容定員の半数以下で人数設定
□�人と人の距離の確保（1～2m程度）
□�できるだけ対面での会話を避けた座席配置
□�定期的な換気の実施（30分に1回程度）、可能であれば2方向の窓
を同時に開ける

□�ドアノブや手すりなど、人が手を触れる場所を可能な範囲で消毒
□�手洗い場の確保と会場入り口付近にはアルコール消毒薬等を設置

参
加
者
へ
の
事
前
依
頼

□�発熱、咳、倦怠感、息苦しさ等の症状がみられるとき
は参加を控えるよう依頼
□�マスクの着用、手洗いや咳エチケットの徹底を依頼
□�重症化する可能性の高い基礎疾患のある方などは、参
加を控えるよう注意喚起
□�人との距離を意識するよう意識づけ
□�参加後に感染が発生、またその可能性がある場合には
連絡いただくよう依頼

運

営

□�極力時間短縮できるよう内容を検討する
□�人と人の接触を避けたり、大声や歌唱等飛沫が飛ぶ可能性が高い
内容は控える

□�飲食を伴う場合は、向かい合わずに距離をとって座り、個別配膳・
個別包装、箸等を使いまわさないなど、対策を徹底する

□�クラスターに備えて、参加者を特定するため、氏名・連絡先を把握
する
□�事業開始時に改めて参加者へ注意喚起

ス
タ
ッ
フ

□�発熱、咳、倦怠感、息苦しさ等の症状があるときは従
事しないように徹底（当日朝の体温チェックを徹底）
□�マスクの着用、手洗いや咳エチケットの徹底
□�従事後の手洗い、うがいの徹底
□�従事後に感染が発生、またその可能性がある場合には
責任者へ連絡する

①�電話でつながろう
　電話で話すだけで、
閉じこもりがちな生活
の中で「誰かが気にかけ
てくれている」「つながっている」と
いう安心感につながります。
　これまでの活動を通じて気に
なっている方が困り事を抱えてい
るような場合は、専門機関につな
ぎましょう。

③�ICT（情報通信技術）�
でつながろう

　メールやLINE（無料
メッセージアプリ）な
どを利用することで、コミュニ
ケーションの幅が広がります。
　活動者間のやりとりなど、今
だからこそ新たな可能性に挑戦
してみてはいかがでしょう。

②�手紙・届け物で�
つながろう

　手紙やメッセージカード、
チラシなどの配布を通じて
つながりましょう。接触を避けて郵送し
たり、活動者の運動も兼ねて散歩がて
らポストインするなど方法は様々です。
　また、ポストインの際には、インター
ホン越しに安否確認することが効果的
です。

④�できることを�
シェアしよう

　自宅で楽しく過
ごすために工夫し
ていることを紹介したり、手
芸が得意な人は、マスクを手
作りして配布してみたり、今
できること、やっていること
をみんなと共有して、楽しみ
ながらつながりましょう。

「新・福まちスタイル」
あつべつ区福まちかわら版できることから始めよう！

「新・福まちスタイル」スローガン

　北海道が提唱する「新北海道スタイル」に基づき、札幌市社会福祉協議会は、福まち活動の再開に
向けて気を付けるポイントや今できる活動例などをまとめた「新・福まちスタイル」を作成しました。
　これまで福まちが育ててきた地域のつながりを絶やさないために、少しずつですが、前に進みます。

れあいの気持ちを絶やさず ふうした活動で を大切に ゃんと予防して　つながろう

新・福まちスタイル『できることから　少しずつ始めましょう』

3密を回避する工夫した取り組み例

見守り訪問やイベント開催時に判断するためのチェック表
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募金付きグッズは、厚別区共同募金委員会（厚別区社会福祉協議会：厚
別区民センター1階）で取り扱いしています。数量に限りがありますので、
お問合せください。� ☎問い合わせ先：895-2483

クリアファイル（各1枚200円）ピンバッジ（各1個500円）

　皆様からお寄せいただいた令和元年度の募金4,279,910円のうち、2,632,000円が、厚別区内の地域福祉活動に使わ
れています。

○地域の社会福祉の活動に1,135,000円
厚別中央地区社協、厚別南地区社協、厚別西地区社協、もみじ台地区社協、青葉地区社協、厚別東地区社協

○高齢者・児童・NPOに360,000円
厚別区老人クラブ連合会、あじさい食堂

○区全域の福祉活動に1,137,000円
厚別区社会福祉協議会の各種事業　など

赤い羽根共同募金は、 誰もが安心して暮らしていけるよう、
住民が主体となって取り組んでいる活動を支援しています。

募金の活用事例のご紹介
厚別西地区高齢者ふれあい昼食会

　厚別西地区社会福祉協議会（阿部芳昭会
長）が開催する高齢者ふれあい昼食会は、昨
年度3会場に延べ165名を集めて行われまし
た。参加者は地元の小学生たちとの交流など
をして楽しみました。事業費21万円のうち8
万円は共同募金の配分金を活用しています。

あなたの募金が
厚別区のまちづくりに
つながります

募金付きグッズのご紹介
※グッズ代金の全部・又は一部が赤い羽根共同募金への募金となります。

厚別区オリジナル

北海道オリジナル

札幌市オリジナル
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厚別区社協に会費や寄附がたくさん集まると…

今よりもっと、地域に支え合いの取り組みが広がります

厚別区社会福祉協議会　2019年度決算報告

　寄附とは、誰かを信じてその人にあなたの気持ちとお金を託す行為です。
　厚別区には、この街のため、ここに暮らす人たちのために頑張っている方々がたくさんいます。私たち
区社協も微力ながら協力し応援しています。
　私たちの街が、ここに暮らす全ての人にとって、今よりもっと温かくて安心な街になってほしい。そんな
あなたの気持ちを、寄附・会費に変えて、私たちに託してくださいませんか。

賛助会員：厚別区社協の活動や目的に賛同し、支援してくださる気持ちのある方なら誰でも加入できます。
会費額は1口個人1,000円、団体10,000円です。

　皆さんからいただく会費や寄附金は、私たち厚
別区社協が実施する地域福祉事業の事業費の一
部になります。また、住民主体の支え合い活動や、
ボランティア活動を応援するための助成金となり、
厚別区の福祉活動をより盛んにするための貴重な
財源となっています。
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0

総額 27,700,455 円

会費・寄附
（1,565,548 円）

事務局運営
（1,537,259 円）

地区社協・各種団体等への助成
（7,489,475 円）

福祉除雪事業
（9,074,539 円）

ボランティア・福祉教育事業
（1,293,000 円）

地区福まち支援事業
（1,010,970 円）

その他
日常生活自立支援 392,000 円

民児協研修 200,000 円
広報誌発行 500,000 円

生活支援体制整備 83,000 円

次年度への繰越金
（6,120,212 円）

市補助金収入
（6,080,030 円）

共同募金配分金収入
（490,000 円）

助成金収入
（10,595,789 円）

前年度からの繰越金
（6,176,760 円）

事業収入
（2,763,250 円）

利息・その他
（29,078 円）

収入 支出

○高齢者の交流の場づくり
　家族と離れて一人で暮らしている高齢者が、たまには地域のみ
んなで顔を合わせて、一緒におしゃべりをしたり、ご飯を食べたり。
各地区の社会福祉協議会や福祉のまち推進センターでは、誰も
が孤立せずに安心して暮らせる地域を目指して、交流会や昼食会
を実施しています。区社協に集められた会費は、こうした活動の
財源として、地域に還元されています。

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

（円） 会費・寄附金の推移

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1（年度）

■正会費　■賛助会費　■寄附金収入

会費・寄附のお問い合わせ　厚別区社会福祉協議会　TEL  895 -2483



8

発行／社会福祉法人 札幌市厚別区社会福祉協議会　札幌市厚別区厚別中央 1 条 5 丁目　厚別区民センター 1F　TEL 895ー2483　FAX 896ー4260　2020 年 9月 発行

愛情銀行へのご寄附ありがとうございました
《2020年2月から8月までのご寄附》
・匿名　様   �  2,000 円

・厚別南町内会連合会女性部　様─（厚別南地区社協への指定寄附） 
   �  50,550 円

・匿名　様   �  1,000,000 円

・厚別区老人クラブ連合会　様   �  10,000 円

・匿名　様   �  10,000 円

・わくわく木曜会　様   �  42,734 円

・堂前　晃　様   �  5,000 円

・みずほ楓会　様   �  3,880 円

賛助会員へのご加入ありがとうございました 《2020年4月から9月11日まで》

【厚別南地区】
《個人》	 小野　栄則　様　　安田　　智　様　　渡邊　彰恭　様　　松田眞知子　様　　殿山　雅子　様　　中澤　園子　様
	 小柳登喜枝　様　　金澤　秀三　様　　松下ゆかり　様　　古畑　紀江　様　　宮崎　菊枝　様　　大宅　武志　様
	 金野　良子　様　　大中　邦彦　様　　橋本　容子　様　　千葉　陽子　様　　遠藤　聖子　様　　辻　眞知子　様
	 畑山　悦子　様　　池　　邦子　様　　中川　裕子　様　　小貫　謙一　様　　岡田　弘孝　様　　澤野　昭吉　様
	 菊地　敦子　様　　宮本美和子　様　　南　菜穂子　様　　佐藤　好雄　様　　宮木　信和　様　　高瀬　久美　様
	 竹内喜美子　様　　坪谷志津子　様　　長尾　真也　様　　上林百合子　様　　宮　　悦子　様　　佐藤　博子　様
	 保田ゆみ子　様　　関根　　淳　様
《団体》	 上野幌町内会　様　　 上野幌中央第四町内会　様　　上野幌中央第7町内会　様　　
	 上野幌中央第11町内会　様　　大谷地町内会　様　　コープ野村大谷地自治会　様

【厚別西地区】
《個人》	 柴田　俊明　様　　鈴木　雅己　様　　谷藤　則夫　様　　矢野さえ子　様　　八幡　町子　様

【もみじ台地区】
《個人》	 佐久間道子　様

【厚別東地区】
《団体》	 厚別東地区民生委員児童委員協議会　様

【厚別区内事業所】
	 札幌市農業協同組合厚別支店　様

【厚別区役所】
	 浅野　正信　様　　三上　修一　様　　石田　建志　様　　加藤　孝典　様　　鈴木　建人　様　　中津　聖香　様　　
	 竹内　元純　様　　綿貫　真人　様　　八代　　吟　様　　谷口　義髙　様　　早瀬　京太　様　　加藤　聖治　様　　
	 堀川　秀樹　様　　長岡　脩平　様　　栗山　　学　様　　白水　　彩　様　　齊藤　宣明　様　　湯浅　恭輔　様　　
	 井上　直志　様　　井上　知典　様　　伊勢　亮子　様　　ヴィーライアン尋子　様

【札幌市社会福祉協議会　白石・厚別・清田事業所職員】　5名

【厚別区社会福祉協議会職員】　6名

厚別南町内会連合会女性部の皆さん

介護付有料老人ホーム（特定施設）・サービス付高齢者向け住宅
〒004-0003 札幌市厚別区厚別東 3条 6丁目5-35　☎011-897-6610


